
さを，それぞれ96 mm，98 mm，176 mmとした。蒸発部に
は，シース材を被覆したヒータ（坂口電熱製M型フレキヒータ
2M-2000）を伝熱セメント（坂口電熱製）を介して巻き付け，そ

の最外層部は断熱材で被覆した。ヒータには交流電源により電
流を流し，電圧を調整してヒートパイプへの加熱量（電流×電
圧）の調整を行った。断熱部（蒸発部と凝縮部の間）は，断熱材
により被覆した。凝縮部は，冷却流水シェル中に挿入して，ヒー
トパイプが直接冷却水に接することで冷却を行った。








